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■氏名 ：坂本 鉄男
■専門分野 ：販路拡大･販売促進、ものづくり

商談成立は社長の｢いぶりがっこ｣への情熱､高い
拘りが商談先へ伝わった結果です｡商品の良さや
本物を知る感動をどう与えるか､商談成立までの
演出の重要性を認識し､取り組まれました｡全国
展開を見据えて､販売先に適した候補先リスト
(販売チャネル)を作成し、一社ごとに販売戦略
のアドバイスを行いました。

秋田県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成16年に創業者が60歳を過ぎてから創業した漬物製造業である｡こだわりの製法により生み出されたいぶ
りがっこの一本物と加工品の製造販売を行っている｡伝統のいぶりがっこは燻製木材に拘り､添加物を使用せず､漬け込
みにもじっくり時間をかけて製造されている｡現在､漬物を食べる機会の減少､西洋型食生活への変化により販売数量が
落ち込み､経営が厳しい状況となっていた｡そこで現状を打開し､売上の増加を実現したいとのことで､当拠点に相談が
あった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

昨年は原材料である大根の不作で安定供給が出来なかったいぶりがっこであったが､本年度は原材料を確実に確保し､新
規取引先の開拓と大都市圏の商圏拡大を行うため､以下の1)～4)についてアドバイスをしてもらいたいとの要望があっ
た｡ 1)効果的な販路先へのアプローチ方法､2)商談会での契約手順等､3)自社製品の魅力伝達方法､4)商談後のフォ
ロー｡1)についてはよろず支援拠点で一部支援を行ったが、販路拡大･販売促進､地域資源活用支援において高い専門性
を有し､支援実績が豊富な本専門家にも依頼した。

専門家との打ち合わせ

■専門家による具体的な支援内容

全国展開を見据え､売上拡大販売先に適した候補先を検討し､まずは首都圏の販売拠点構築を目指
した｡具体的な営業活動では｢GI認証 (地理的表示 (GI)保護制度の認定を受けた商品 )｣と
｢HACCP(危害分析重要管理点)認定工場｣の強みをアピールしていくことをアドバイスした。 ま
た、高品質商品を扱う店舗やこだわり商品を扱う専門卸との取引､東京での異業種交流会、秋田
県での商談会でバイヤーへ商品の魅力･ブランドを最大限に伝える資料の作成アドバイスを行っ
た｡さらに､商品の安定供給を目的に大根の自社栽培面積の追加､県内の契約生産者を増やしてい
く提案も行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000lWMbHAAW

商談会ブース

有限会社 ゆめ企画 須藤健太郎商店

■業種 ：製造業

■従業員 ：10人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：平成16年
■住所 ：秋田県雄勝郡羽後町足田字大谷地200-2
■企業概要 ：漬物製造業
■HP ：https://www.ugo-meisan.com

自社生産大根を原料に伝統の漬物を全国展開！販路拡大支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 体 制

企業

坂本 鉄男 氏

秋田県よろず支援拠点

専門家

本物のいぶりがっこを届けたい思いから､昔ながらの製法に
こだわり製造しています｡売上拡大を目指し秋田県よろず支
援拠点に首都圏への販路開拓を相談したところ、成約につな
がる実践的な助言をという事で､10月7日開催の｢ほくと食
マッチングフェア2019｣に向け坂本先生より商談会準備・現
地指導､商談会後の対応までご支援をいただきました｡今後の
商談会でも販路を広げていきたいと思います。

販売チャンネルを理解し､直接の商談･専門卸との商談･小売店の企業方針を見据えながら販売戦

略を策定した結果､関西･中部･首都圏･東北地域のデパート･SA･駅構内･企業通販等企業のバイ

ヤーとの商談で9社中6社と商談に繋がった｡そのうち３社と成約､残り３社は秋の生産時期前まで

に成約へと結びつけるため､商談を継続して行っている｡また､県内産大根を使用する拘りから､自

社生産を増やすために追加で畑を借りたことに加え､県内の契約農家に今後の需要計画を提示す

ることで､今年度分の自社生産を行うために必要な原材料を確保することに成功した。

よろず拠点

支 援 概 要

販路
販促
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■氏名 ：中島 竜郎
■保有資格：ITコーディネータ
■専門分野：ITを活用した経営力強化 ･BCP

長時間労働問題には速やかな対応が求められ
るため､既存Webサービス仕様に業務を合わせ
る方針で支援しました｡業務量の軽減という目
に見える成果により､IT活用が持続的な経営の
一助になることを実感頂くことができまし
た。

栃木県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は､平成20年11月に創業し､｢人と人のつながりが生む､食材流通のかたちを創る｣を企業理念とし､直接農家から
買い付けた地場野菜や市場から仕入れした野菜を一般の人､学校給食などに販売するほか､地域特産品を積極的に販売す
る物販店の運営を行っている｡業務拡大に伴う取引先や扱い品目の多様化により労務管理や受発注管理が滞っていたた
め､業務効率化による生産性向上が必要となっていた｡業務効率化のためにIT化を推進していきたいが､どのように進め
たらよいか分からないため､当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の職員がヒアリングを行ったところ､受発注業務において現場の従業員が大量かつ多種多様なFAXを手作業で仕
分けし､集計するルーチンワークを行っていることが､長時間労働に繋がっていることがわかった｡そこで商流と業務フ
ローの現状分析､IT化を推進出来る業務を選別をする必要があり､中小企業のIT戦略策定､システム開発､情報システム
運用管理に豊富な経験と実績がある本専門家に支援を依頼した。

現場担当との打ち合わせ

■専門家による具体的な支援内容

まず､業務のIT化を推進するにあたり､1)クラウド型受発注システムの活用ポイント､2)現
場従業員からのヒアリング実施への協力､３)今回の投資への効果を本企業へ説明し､全て
理解を得た上で支援に着手した｡顧客獲得の中で受発注業務の個別対応が常態化していた
状況で､従業員の長時間労働を改善するため､受注業務の標準化とシステムへの入力業務の
効率化を検討｡受注方法をFAXからクラウド型受発注システムに切り替え､販売管理システ
ムへデータ連携を行う提案･設定支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00001AlGbnQAF

働き方改革が進む中､受発注業務が深夜、納品商材の準備が早

朝､配達業務が午後までという青果米穀の卸業務の改善が急務

だった｡今回のIT導入支援受発注システムの導入､販売管理シ

ステムとのデータ連携について専門家に相談し､運用マニュア

ル完成とその活用方法まで進めることができました｡今後はAI

を活用して発注管理の簡素化についても検討したいと考えて

おります。

受注業務においてでクラウド型受発注システムを活用し､受注情報のデータ化と販売管理
システムへの売上データの連携を行い一連の業務フローを見直したことにより､入力工数
は大幅に削減され労働時間の短縮に繋げることができた(3名の深夜ローテーションで対応
していた受注処理が､1日あたり3時間､販売伝票作成業務で1時間削減)｡その結果､人員配
置を最適化することができ､販路開拓による新規顧客を新たに増やすことができた(半年間
で2社新規取引先獲得)｡また、売上では対前年比125%と大きな成果を達成することがで
きた。

As-IsとTo-Beを図式化し、
成果目標を達成。

Sunフーズ株式会社

■業種 ：卸売･小売業
■従業員 ：23人
■資本金 ：450万円
■創業 ：平成20年
■住所 ：栃木県小山市駅南町6丁目7-19
■企業概要 ：青果卸､惣菜､レストラン業務等
■HP ：http://sunfoods808.com/

FAX受注のWEB化とデータ活用による労働時間短縮支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

小山商工会議所
構成機関

中島 竜郎 氏

栃木･小山･真岡地域中小企業支援ネットワーク

専門家

地域PF

※As-Is:現状(今の姿)､To-Be:理想(あるべき姿)

ＩＴ
活用
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■氏名 ：大橋 康彦
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：事業計画策定、マーケティング

従来とは異なる業界に向けた製品提供のため
の大型投資でしたが、当社の強みを活かせる
という点で取り組む価値のあるチャレンジで
した。シミュレーションで弾いた計画以上の
成果につながることを期待しております。

東京都

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和56年に創業し、本社が東京都北区、埼玉県川口市に工場を有するセラミックス各種硬脆材（サファイ
ア・シリコン・特殊金属等）の精密加工を行っている。長年培ったノウハウと経験・実績を誇っており、『北区未来を
拓くものづくり表彰』も受けた企業でもある。特にエレクトロニクス、オプトニクス業界でニーズが高まっているサ
ファイアの超精密研磨に特化してきた技術力には定評はあるが、業容拡大を図るためには、新規取引先開拓のための新
製品製造への注力が必要であるとの結論に達した。そのための、設備投資を検討したいが、その妥当性を検証するため
の事業計画を策定したいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関が永年の取引の中で培ったヒアリング力と工場見学の経験を踏まえ、新製品製造の採用については、既存受注品
との受注バランスを考慮する必要性を感じた。このことから事業計画策定にあたって、受注拡大を目指した設備投資に
なるか、費用対効果や収益面からの投資判断が必要になった。投資判断をするための事業計画策定に豊富な支援実績が
ある本専門家に依頼した。

加工部品（光学部品）

■専門家による具体的な支援内容

まずは、設備投資の妥当性については決算書を確認し、財務面からの助言を行った。その
後、新製品製造は付加価値の高い仕事であり、工数もそれなりに要するため、現状の加工プ
ロセスについてのボトルネック調査を実施した。この調査から、新製品製造での可能な受注
量を算出するために、新規事業が既存事業に与える影響を割り出し、既存受注分とのバラン
スを考慮した製造シミュレーションまでの支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000UQn4oAAD

大橋先生には、新規取引先開拓等に必要な新製品製造での事
業計画策定で、様々なアドバイスをいただきました。さら
に、その事業計画の策定に至るまでの各種シミュレーション
でのご指導もいただき、大変参考になりました。
現在、弊社は青色LED等のサファイア結晶体の精密研磨に取
り組み、面粗度0.1nmを達成し、なお超精密研磨向上に取り
組み0.03nm台の研究に向かっている。その為、最新測定器
を導入、品質向上を計る業務に専念しております。これもひ
とえに大橋先生のご支援の賜物と、感謝しています。

新製品の製造において、保守的なシミュレーションを行っても投資対効果が見込めた。令和
元年12月からスタートした中期事業計画では、投資の妥当性が数字で見える化でき、社員と
共有できたことは新製品製造を採用していく上で非常に有意義なものとなった。また、本企
業にとって新規取引先開拓と売上拡大に寄与する大きな投資であり、事業計画上での受注で
見ると、143％の高い伸びが見込めている。なお、新製品の付加価値率は1年後10.5%、2年
後16.8%、3年後26.9%、4年後35.6%、5年後47.6%と新製品が売上に占める割合が増加
するに従って収益の柱に成長し、本企業の今後の事業展開を示すことができた。 結晶類円筒超研磨品

有限会社 セラケン

■業種 ：製造業
■従業員 ：8人
■資本金 ：500万円
■創業 ：昭和56年
■住所 ：東京都北区浮間4丁目18番2号
■企業概要 ：窯業・土石製品製造業
■HP ：http://www.ceraken.ne.jp

新規取引先開拓等の事業計画策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

巣鴨信用金庫構成機関

大橋 康彦 氏

東京ビジネス応援ネット

専門家

地域PF

もの
づくり
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■氏名 ：野上 晃
■保有資格 ：弁理士
■専門分野 ：知的資産経営、新連携、創業

中小企業のビジネス展開などを見極めながら、
オープン・クローズ戦略をはじめとする知財
戦略を立てて企業知財の面から中小企業の支
援を進めていきたいと思います。

東京都

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は顧客ニーズへの的確な対応をモットーとして、展示会ブースのデザイン企画や施工を行っている企業であ
る。展示会ブースの設営は施工が簡単なシステムパネルを利用することが多いが、パネルをつなぐポールは色が限ら
れ装飾性に劣るという課題があった。また、特殊なシールを貼ることで色を変えることもできるが、その場合は職人
による施工が必要で高コストになってしまうという問題もあった。来場者への視覚効果を高めながらも低コストを実
現したいという現場ニーズを受けて、本企業はシステムパネルのポールの色を簡単に変更できる装飾パーツの開発を
行った。しかし他社による模倣が懸念されたため、知財対策について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関が調べた知財関連補助金の状況や類似商品の知財関連状況を提供するとともに、今後の展開戦略について本企
業と相談を重ねた。その上で、権利関係に関しては専門家の力を借りることとなり、実績豊富な弁理士であり、かつ
販路拡大についても高い専門性を持つ本専門家に依頼した。

支援時の様子

■専門家による具体的な支援内容

本企業の商品及び今後のビジネス展開などについて確認後、特許や実用新案によるよりも、色
や形などデザインに関する意匠権や名前の商標権の取得を行う方向で支援することとした。こ
れだけでは他社の模倣を完全に防止できないが、模倣商品がでても最初に開発した企業として
クライアントの信頼を得ることで、施工受注による売り上げアップを目指すこととした。ま
た、本製品の活用によって今まで取引のない新規顧客での展示会ブースの設計・施工受注増加
という本業への売上促進策についても検討をおこなった。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000drNTHAA2

今まで空間デザインナーとして営んできた弊社にとって、プ
ランドとして製品を作る事は未だかつてやった事がありませ
んでした。そのため意匠登録、特許など聞いたことはありま
したが、その違いや申請までの道のりや必要な書類など分か
らない事だらけで不安でした。
1回目支援での打ち合わせから、2～3回目支援での細かな修
正やご提案を野上先生からいただき、納得した上で、無事に
申請する事が出来ました。意匠登録証が会社に届いた時はと
ても感動しました。細かなフォロー、大変助かりました。

意匠及び商標の出願を行い、令和2年1月に意匠権を取得し『DecoPo』という製品名で本商品
の発売に至った。まだ発売開始から間もないため、まずは製品の認知度を上げることに重点を
置いており、施工案件での製品紹介はもちろんであるが、各種展示会で製品紹介を行っていく
方針である。東京都立産業技術開発センター主催の『東京イノベーション発信交流会』出展も
その一環であり、 来場者や他の出展社から『DecoPo』に関してのみならず施工案件について
も多数の引き合いが発生している。

DecoPoでの装飾例

株式会社 リオエンターテイメントデザイン

■業種 ：事業サービス業
■従業員 ：7人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和60年
■住所 ：東京都港区西麻布1-15-7
■企業概要 ：展示会を含む各種イベントの企画・運営・

設計・施工
■HP ：https://www.rio-e-design.com/

https://www.decopo.jp/

市場ニーズで開発した展示用化粧被膜材の権利保護を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制 企業

朝日信用金庫構成機関

野上 晃 氏

朝日ビジネスプラットフォーム

専門家

地域PF

知的
資産
経営
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■氏名 ：玉川 眞奈美
■保有資格 ：フードコーディネーター他
■専門分野 ：ものづくり・創業

地域の食材を使いながら季節感漂うメ
ニュー作りを支援した｡お酒を楽しんでもら
う仕組みができ顧客満足度を高めることが
できた。

山梨県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は､江戸末期(1850年ごろ)当家16代の井出與五右衞門が､醤油醸造に合わせて清酒の製造を始めた醸造店であ
る｡現在の当主で21代目となり、富士山の観光客向けに自社の日本酒ブランド（富士の伏流水を仕込み水に使った清
酒）を広めるために酒蔵見学を展開してきたが、来訪者数伸び悩みの課題を抱えていた。近年の「SAKEブーム」の影
響もあり外国人観光客は口コミ等で増加傾向にあるものの、日本人観光客に対しては訴求力が弱くファン作りができ
ていないため、現状を打開したいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングを行ったところ､以前再生した敷地内にある築200年の歴史をもつ民家の大広間を活用し、日本酒
と日本酒に合うつまみを一緒に提供する「プレミアム酒蔵見学」を体験してもらうことで、日本人観光客にペアリン
グによる日本酒の新たな魅力を訴求したいと検討していることがわかった。そこで地域食材を生かしたメニュー開発
等、支援実績の豊富なフードコーディネーターの本専門家に依頼した。

地域の食材を活用した
つまみを提供

■専門家による具体的な支援内容

まずは、つまみの開発にあたり、富士山野菜や甲斐サーモン等の地元食材を使って試作
を繰り返し、富士山麓らしさと地酒との相性を決め手につまみは６種類に絞りこんだ。
仕入れは、季節にもよるが野菜は近隣農家、魚は県の水産試験場産を利用することで安
定した供給ルートの確保を提案した。「プレミアム酒蔵見学」の内容については、酒造
見学後、民家の大広間の座敷で蔵元がすすめる５種類の地酒とつまみで、日本酒の話を
聞きながら日本酒とつまみのペアリングを楽しんでもらう見学構成とした。追加で年々
来訪の多い外国人観光客にも対応できるよう英会話が可能なスタッフや宣材ツールの配
備等もアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj5cAAB

大名の本陣として使われた歴史情緒あふれる書院造りの座

敷で､日本酒と､日本酒に合うおつまみや料理とのマリアー

ジュを提案し､日本酒をゆっくりと時間をかけて楽しんで

もらうことができた｡この経験をしてもらった体験者が､当

酒造蔵のファンづくりにつながり､集客の可能性を広げる

ことができた。

支援を受けて実施した「プレミアム酒蔵見学」で、これまで料理の邪魔をしない日本酒
がよしとされてきた中、日本人観光客に向けて、日本酒と料理の両方を楽しめる日本酒
のペアリングを提案できた結果、「新しい体験ができた」「日本酒を購入して自宅でも
ペアリングを楽しみたい」等、日本酒の魅力を再認識された声も多く、課題としたファ
ン作りに大きな手ごたえを感じている。同時に外国人観光客の参加も増加し、全体で来
訪者は､前年同期比2,000人以上上回る5,500人の増加に繋がった｡ 日本酒のファン作り

井出醸造店

■業種 ：酒類製造業
■従業員 ：10人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：江戸末期(1850年ごろ)
■住所 ：山梨県南都留郡富士河口湖町船津3837
■企業概要 ：清酒製造業
■HP： http://www.kainokaiun.jp/home.html

日本酒の新たな魅力をつまみとのペアリングで伝える販促支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社山梨中央銀行構成機関

玉川 眞奈美 氏

山梨県中小企業経営革新サポート
プラットフォーム

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：加藤 恒雄
■保有資格 ：静岡県ふじのくに防災マイスター

静岡県ふじのくに防災士
■専門分野 ： BCP事前対策(モノの耐震固定)

災害時の早急な復旧支援を可能とする為には最重要
顧客の選定、必要最低限の機能回復、先遣隊の移動
ルート、社内外の情報共有・連携確認等初動体制整
備が必要です。当企業は行動指針「感謝の輪」を実
践されました。

静岡県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は静岡市に本社を持つビルメンテナンス会社で、環境衛生管理業務をはじめ、清掃、設備保守、警備業務等、建
物にまつわる業務を提供している。近年は全国的にも自然災害が多く発生しており、特に静岡県は南海トラフ巨大地震
による甚大な被害が懸念されている中、本企業の主要取引先には公共機関等も含まれており、災害等の緊急事態遭遇に
はいち早く取引先の復旧支援をしなければならないという経営上の課題があった。そのために、「早期復旧」に重点を
置いたBCP策定について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行った結果、被災後の早期復旧を目指すためには、策定したBCPを災害シミュレーションで検証
する等、より実践的な支援が必要であると判断した。そこで、防災マイスターの資格を持ち、BCP策定の支援実績が豊
富な本専門家に依頼した。

災害時拠点となる看護専門学校の
受水槽構造の確認作業

■専門家による具体的な支援内容

まず、静岡県が業種別に提供している「静岡県事業継続計画モデルプラン 入門編」
（事業継続計画書）の内容を参考に、本企業の業態に合わせた骨子の編集・改編を
行った。次に効果的な計画を策定するために、実際の主要取引先を想定したモデルプ
ラン（災害時拠点として本企業と近い市内の看護専門学校を選定）を提案した。同看
護専門学校にも協力いただき、災害を想定した本企業までの往復ルートや学校敷地内
の電気設備、給水設備・飲料水確保方法などを確認するなど、災害状況を的確に捉え
て最適な判断・行動を実践できる人材育成にも考慮したプログラムで模擬訓練を実施
した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F000019prjKQAQ

不測の災害に対して企業として何ができるかと常日頃考

えた時にBCPを知りました。完成した本事業者の事業継

続計画書も重要なポイントがわかり易く解説されており、

ユーザー様に対しても自信を持って説明ができる様にな

り、同時に企業のイメージアップにも繋がると確信致し

ました。

単なるBCPの策定に終わらず、模擬訓練まで実施できたことで、被災直後に主要取引

先（看護専門学校）と災害本部（本企業 本社）において、どのような手順で施設の点

検・復旧業務を行えるかなどを実際の現場で確認することができた。結果、目標に掲

げていた事業再開時間（１週間）内の復旧の見通しが立ち、本企業が抱える主要取引

先の被災後の「早期復旧」に重点を置いたBCP策定ができた。 BCP模擬訓練実施風景
（災害本部を本企業本社内に設置）

株式会社 コスモワールド

■業種 ：ビルメンテナンス業

■従業員 ：105人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：平成9年
■住所 ：静岡県静岡市駿河区丸子1丁目6-64
■企業概要 ：ビルメンテナンス・環境衛生管理業等
■HP ：http://cosmo-world.biz

被災後の早期復旧（主要取引先）に重点を置いたＢＣＰ策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

静岡商工会議所構成機関

加藤 恒雄 氏

ふじのくに中小企業支援センター

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：久永 純歌
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：デザイン、PR、リノベーション

メロンカフェの独特の雰囲気と事業者の人柄を
大切にし、ファンから愛される店になることを
心がけてアドバイスした。のどかな田園風景の
中で、自家焙煎珈琲とクラウンメロンをゆった
りと味わってもらいたい。

静岡県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、袋井市の特産品である「クラウンメロン」を使ったメニューのほか、薬膳ランチなどを提供するカフェで
ある。季節の地産地食材ランチは顧客から人気だが、利益率の高いデザート系メニューに対して、ランチ等利幅が小
さいメニューもあり、見直しが急務な状況であった。一方、カフェの新たな挑戦として、珈琲豆の自家焙煎事業への
取り組みも検討しており、カフェの課題を解決することで安定した収益化を図り、新事業を展開したいという考えが
あり、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングを行った結果、現状の課題解決のために2つの取り組みを検討していることがわかった。1)新メ
ニューの開発（健康志向の需要と収益性のあるメニュー開発）、２）看板設置（カフェの目印がなく新規客が道に迷
うことを防止）。さらにはカフェの資金力を高めて「焙煎工房」の立ち上げを目指していく為に、経営計画の作成も
必要になったことから、経営者のこだわりを理解し、地元袋井市でも経営支援の実績が豊富な本専門家に依頼した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F0000160xTaQAI?advisor_field_id=

当店の長所を整理した上で、既存事業の分析と新規事業「自
家焙煎珈琲事業」の計画が明確になりました。おかげさま
で、新規事業に着手でき、集客に重要な看板も設置、お客様
からの反応も上々です。
久永先生のアドバイスにより、事業に前向きに取り組むこと
ができるようになり、現在は新メニューの開発を行い「メロ
ンカツカレー」が完成しました。
これからもお客様の健康と喜んでいただけるサービスを心掛
けていきたいと思います。ありがとうございました。

この度の支援で経営計画書が完成し、既存カフェ事業と新規自家焙煎事業の２本柱で収益確
保の道筋を立てることができた。既存カフェ事業に関しては、新メニューとして開発した
「メロンカレー」が大人気商品となり収益を上げている。また、カフェの前に目立つ看板を
設置したことで、新規客の取り逃がし（機会損失）も防止することができ、結果、新規来店
客数は10％増加、リピーターも5％増加、本企業（メロンカフェ）ファンによるSNSのコミュ
ニティ拡大などの成果が得られた。新規事業である自家焙煎事業として、メロンカフェ店内
に、珈琲焙煎工房「ⅾrip ⅾrop」を無事立ち上げることができた。

メロンカフェ

■業種 ：飲食サービス業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成23年
■住所 ：静岡県袋井市深見18-2
■企業概要 ：クラウンメロン農家の運営するカフェ
■HP ：http://tomalon.net/

新メニュー開発及び新規自家焙煎事業の立ち上げ支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

袋井商工会議所構成機関

久永 純歌 氏

ふじのくに中小企業支援センター

専門家

地域PF

新規自家焙煎事業
「自家焙煎珈琲drip drop」

■専門家による具体的な支援内容

まずは、既存カフェ事業および自家焙煎事業を展開するにあたり、市場調査、経営分析を行
い、実現可能な経営計画書の作成を支援した。２つ重点課題に関して、1)イタリアンシェフ
監修のもと、オーガニック材料で作ったメロンカレーを開発した。２）店名とメニューを記
した看板制作・設置の支援を実施した。また、メニューごとの原価計算、収益を伸ばすアイ
デア等の支援やSNS・HPを活用して集客と口コミ拡大に力を入れていくように提案した。ま
た、自家焙煎事業への取り組みは、事業が軌道に乗るまで日本焙煎技術普及協会からも協力
を得ながら事業展開するようアドバイスも行った。

新メニュー
「クラウンメロンカツカレー」

経営
革新
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■氏名 ：江幡 博和
■保有資格 ：中小企業診断士
■専門分野 ：経営革新、事業再生、ものづくり

企業経営においては、社員一人一人の成長が、企業
の業績向上につながっていくものと考えております。
また、その業績向上が社員各々の処遇にフィード
バックされていくことで、企業経営の好循環が仕組
み化されていきます。同社にも今後「好循環」が実
現されていくことを期待しております。

富山県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は熟練作業員のトータルなものづくり技術力で、設計・板金・溶接・塗装・配線・組立・検査・サービスの一
貫生産体制による配電盤等電子制御機械の製造を行っている。柔軟な受注体制で、高品質製品の短納期対応で他社と
の差別化を図り業績は順調に推移している。しかしながら、なお一層の発展のためには社員の育成・成長のための方
策が必要と考え、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行ったところ、人事制度・賃金制度を構築することが必要と判断した。そのため、大手製造
メーカーでの豊富な実務経験があり、また中小企業診断士の有資格者として組織管理や生産性向上支援等について豊
富な実績を持つ本専門家に支援を依頼した。

支援実施時の様子

■専門家による具体的な支援内容

一般的に、人事制度は処遇（昇格・賃金）を決めるための制度だと思われている。しかし本来は、社員を成長させ、
それに伴って業績を成長させるためにつくる制度、言い換えれば、｢人事制度｣というより｢成長制度｣であり、今回は
その観点での支援を実施した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjEsAAJ

これまで社員の成長やキャリア形成に関する具体的な社内制
度が整備されていなかったことから、専門家の支援をお願い
しました。当社の将来ビジョンを実現していくためには、何
よりも人材育成が重要であると考えておりましたので、今回
のご支援により制度が整備されたことは、会社全体の活性化
につながるものとして、ご支援に大変満足しております。
今後、社員の一層の成長とともに当社も大きく成長していき
たいと考えております。

各種基準の明確化と社員全員への周知により、社内に前向きな意識の変化が生まれた。誰が必要な
知識や技術を持っているかの一覧表を作成することで、良い意味での競い合いの機運を醸成するこ
とができた。また、教育体制は2:6:2の組織原則を踏まえた、2割の上位レベルの社員が6割の中位
レベルを教育し、下位2割に対しては中位の社員が教育を行う体制とした。上位2割に対しては外部
研修でレベルを上げられるような体制作りにより、上司も部下に対してスキルアップの指導を具体
的に行うことができるようになった。その結果、社員個人のスキルアップ、会社全体のレベルアッ
プにつながっている。また賃金も基本給を年齢給＋勤続給＋成長給に分けて体系を作成したこと
で、社員が納得できる賃金制度の見直しにつながった。

制作した
各種ドキュメント

株式会社 新富電機製作所

■業種 ：製造業

■従業員 ：21人
■資本金 ：1,600万円
■創業 ：昭和23年
■住所 ：富山県富山市三郷16-2
■企業概要 ：各種配電盤の設計製作
■HP ：http://shintomidenki.co.jp/

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

富山信用金庫

江幡 博和 氏

しんきん「とやま」
ビジネス応援プラットフォーム

専門家

地域PF

構成機関

社員の成長を促すために求めるスキル・知識・考えなどを可視化した「成長シート」
の作成、職位毎に求められる知識や技能を具体的にした「成長等級体系運用表」や
「昇格基準設定表」の作成を行った。また社員のレベルに合わせた層別教育体制作
り、納得できモチベーションにつながるような「賃金制度」の見直しなど人事制度全
般にわたった支援となった。

社員の成長による業績向上を目指す人事制度の構築を支援 雇用
労務
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■氏名 ：伊藤 英雄
■専門分野：販路拡大・販促支援

この支援では、他店に負けない存在感を出
すことを最優先し、シンプルに色と写真と
コピーで目立つタペストリーを制作するこ
とをアドバイスした。その他のアドバイス
の効果もあり、狙い通り多くの集客を実現
できた。

岐阜県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は「お千代保稲荷神社」の参道商店街に平成30年12月にオープンした餃子専門店である。特色ある6種類の餃
子の他、「稲荷餃子」を販売している。この稲荷餃子とは餃子餡を油揚げで包んだ当店オリジナルの商品であり、油
揚げをお供えするという稲荷神社特有の参拝方法にちなみ、当地の名物料理になればとの思いで企画した商品であ
る。しかし参道商店街には「串カツ」「うなぎ」といった長年親しまれる名物料理が既に存在しており、また多くの
飲食店が立地する状況において、どのように自店と自店商品の認知度を高めるか、その上で入店しやすい店づくりが
課題となっており、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

本事業者の店舗は、シンプルな外観かつ店舗開口部が狭い閉鎖的な作りのため、自店をアピールするため目立つのぼ
り旗を多く設置していた。しかし逆に顧客からは「何屋かわかりにくい」「飲食店なのかテイクアウト店なのかわか
りづらい」などと言われるなど、創業後半年が経過しても認知度は依然低い状況にあった。そこでプロモーション戦
略を見直し、餃子専門店であることの認知度向上と、「稲荷餃子」を新名物料理としてブランディングするため、
マーケティング及びプロモーション支援実績のある本専門家に支援を依頼した。

支援前の店舗外観

■専門家による具体的な支援内容

まず現地視察を通じて顧客行動の現状分析と広告課題の抽出を行った。最優先課題として位
置付けた店舗広告の改善に向けて、創業後の限られた資金でも効果を最大化できるタペスト
リーによる販促を提案し、商品写真の撮影方法、デザイン・サイズ・設置場所に至るまで細
やかな指導を行った。また店舗広告・メディア・WEB・SNSを複合したプロモーション戦略
へのアドバイスも実施した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000tn7vXQAQ

伊藤先生にご相談させていただいたのは、創業から半年を経
過し売上が伸び悩んでいた頃でした。お客様にどのように当
店を知っていただき、入店に結び付けるかが課題となってお
り、ミラサポを活用しました。伊藤先生には、他社の事例を
多くご紹介いただき、その上で私の思いにマッチする広告手
法を、いくつかの選択肢と共にご提案いただき、自分の納得
のいく方法を見出すことができました。また広告制作だけで
なく、メディア取材やSNS拡散を見据えた広報戦略もご提案
いただき、その後半年かけて成果を実感するに至りました。

支援後、専門家の提案をもとに「稲荷餃子」を前面に押し出したタペストリーを制作。また
小規模事業者持続化補助金を活用し看板を作成した。その結果、当店の認知度が向上し入店
率が徐々に増加。さらにお千代保稲荷神社の新名物と謳ったタペストリーのコピーがメディ
ア関係者に届き、串カツ、うなぎの取材に合わせ、新名物料理としての「稲荷餃子」への取
材が増加し、現在までに５本のテレビ取材を受けることができている。結果、創業段階にお
いて計画した目標売上を達成することができ、創業から１年経過後には前年対比157％の売上
を達成することができた。

制作したタペストリーと
スッキリした店舗外観

餃子工房いろどり

■業種 ：食品製造小売業・飲食業

■従業員 ： - 人
■資本金 ： - 万円
■創業 ：平成３０年１２月
■住所 ：岐阜県海津市平田町三郷1198
■企業概要 ：餃子専門店
■HP ：https://www.inarigyouza.net

創業初期におけるプロモーション改善支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

岐阜県商工会連合会
岐阜西濃ブロック広域支援室/海津商工会

構成機関

伊藤 英雄 氏

がんばる企業応援ネットワークぎふ

専門家

地域PF

販路
販促

-9-



■氏名 ：市川 幸夫
■保有資格 ：中小企業診断士
■専門分野 ：事業再生・事業承継

支援を実施する際、アドバイスだけでなく、

面談後の進捗確認を重視して行った。
本支援は｢予想を上回る現経営者の行動力｣と
｢施設利用者の評判｣が後押しとなり、円滑に
進んだものと考えている。

愛知県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は平成16年に前代表取締役が創業したデイサービス事業者である。地域に根差したデイサービスとして経営を
してきたが、令和元年6月に前代表取締役の急逝と前代表取締役妻の体調不良により、入社間もない従業員が事業承継
することとなった。その中で、後継事業者から｢これまで経験したことのない経営や施設運営｣に関して当機関に相談
があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関職員がヒアリングを行った結果、課題として｢会社株式および個人資産の承継｣と｢経営および施設運営ノウハウ
の承継｣を同時かつ速やかに行う必要性を確認した。そこで、｢会社株式および個人資産の承継｣については、当機関を
中心に税理士などとも協力して対応した。一方、｢経営および施設運営ノウハウの承継｣については、専門的知見が必
要であり、介護福祉業界に精通し、事業承継の支援実績も豊富な本専門家に依頼した。

支援当日の様子

■専門家による具体的な支援内容

本企業の課題を｢経営管理体制の整備｣｢現場を任せられる人材の養成｣｢収支管理・サービス
管理の改善｣に整理し、課題解決に向けた支援を行った。特に、｢経営管理体制の整備｣で
は、後継事業者の方針を反映した営業活動を行うため、｢施設利用者の声｣を裏付けに、｢理
学療法士による質の高い機能訓練｣を利用者のケアプランを作成する立場であるケアマネー
ジャーに訴求する営業手法について支援を行った。さらに施設の登録利用者数の目標を70
名(定員の3倍を目安)とし、進捗管理へのアドバイスも行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxijzAAB

市川先生に事業承継の相談をさせていただき、今後どのよう
に施設運営をしていこうかと悩んでいた中で、施設を背負う
経営者として必要な知識を学ばせて頂きました。
管理体制が整い、営業活動が順調なことも、的確な課題整理
と具体的なアドバイスだけでなく、面談毎のきめ細かな進捗
確認があったからだと感謝しています。
今後は、残る課題である｢現場責任者の養成｣など、組織体制
の強化に努め、地域で必要とされる施設であり続けたいと考
えています。

事業承継の内、本事業では ｢経営および施設運営ノウハウの承継｣に目途をつけた。 ｢経営
管理体制の整備｣では次年度の収支計画も作成し、毎月の進捗管理と売上の増減要因を｢登
録利用者数｣｢平均利用者数｣｢平均介護度｣といった経営管理指標の推移で分析する体制が
整った。また、 後継事業者が理学療法士として、現場で理学療法に携わっている強みを活
かした質の高い機能訓練が、地域のケアマネージャーから広く認知された結果、登録利用
者数は事業承継当初(令和元年6月)の53名から支援最終日(令和元年11月)には63名(18%
増)まで増加し、1日あたりの平均利用者数も増加傾向にある。

有限会社 ひなたぼっこ

■業種 ：通所・短期入所介護事業

■従業員 ：16人

■資本金 ：300万円

■創業 ：平成16年

■住所 ：静岡県湖西市岡崎1708-4

■企業概要 ：デイサービス

デイサービス事業者における親族外（従業員）承継支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

豊橋信用金庫
構成機関

市川 幸夫 氏

しんきん愛知プラットフォーム

専門家

地域PF

後継事業者(理学療法士)による
機能訓練

事業
継承
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■氏名 ：小川 秀夫
■専門分野 ：ＩＴを活用した経営力強化、

販路拡大・販促支援、
経営革新

当初は事業承継の不安さを感じましたが、
支援が終わる頃には、経営の方向性が明確
化され、それを新しいロゴマークやホーム
ページに反映できたと思います。

福井県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は地域密着を企業理念とし、大型タイヤ交換販売と自転車販売修理を行っている。経営者が80歳の高齢となっ
たためご子息への事業承継を計画し、併せて法人化を行おうとしていた。そのための計画書作成などのアドバイスが
欲しいとのことで、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関職員が経営相談を行った結果、単なる事業承継を行うだけでは不十分であり、事業を取り巻く厳しい環境を生
き抜くためには新たな取り組みや新サービスを模索すべきであると考えた。そのため、事業承継支援の実績が豊富
で、かつコンサルティングを通して企業成長を促す事業計画策定の実績がある本専門家に依頼した。

専門家支援の様子

■専門家による具体的な支援内容

まずは本企業の現状把握、問題点の洗い出し、独自の強みを確認し、そのうえで新規事業の計画
策定について支援を行った。既存顧客を大切にし、地域に根差した経営を行うという本企業の企
業理念に沿う新規事業を検討した結果、お年寄りにとって困難であるタイヤ交換を出張で行い、
交換したタイヤは持ち帰って保管を行う「お年寄り向けタイヤ交換預かりサービス」の構想が生
まれ、その実施方法についてさらに検討を行った。
また、今まで現場中心で経営には携わってこなかった後継者に、企業理念をさらに明確にして企
業運営の指針にするように指導した。その想いが顧客に確実に伝わるように新しいロゴの制作や
ホームページの一新も行うようアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SRhJnAAL

高齢の父からの事業承継にあたり、法人化による組織変更と
ともに事業を発展させるためには何が必要かを専門家と相談
しながら取り組みました。事業承継後の変化に対応できるの
か不安を抱えていましたが、支援していただいたことにより
漠然としたものが明確になり、企業基盤の強化を打ち出すこ
とにつながりました。今回の支援で最も大きな収穫は、事業
内容の見直しとともに経営視野が広がったことです。気持ち
も前向きになり、今後に希望をもって経営者として頑張れる
気がします。

今回の支援の結果、事業承継と同時に法人化も完了した。手続き上の事業承継作業だけでなく、後継者
が法人化に向けた決意や思いを再確認することにより、本企業の伝統と理念を継承しつつ、新たな企業
として出発することができた。
お年寄り向けタイヤ交換預かりサービスも開始したが、自転車修理やタイヤ交換に訪れた顧客に案内し
たところ、降雪地帯であり一家庭の平均自動車保有台数が2.9台という土地柄もあって大変好評を博し
ている。預かったタイヤの状態を把握することにより、顧客へのタイヤに関するコンサルティングも行
えて、顧客との信頼関係の強化にもつながっている。その結果、従来はタイヤ交換だけで終わっていた
顧客にもタイヤ購入していただけるようになり、新しい収益の柱になろうとしている。 好評なタイヤ

預かり状況

株式会社 竹中商会

■業種 ：小売業
■従業員 ：4人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和57年
■住所 ：福井県坂井市坂井町下新庄12-13-2
■企業概要 ：大型タイヤ交換販売及び自転車販売修理
■HP ：https://www.takenaka-s.net/

事業承継を機会に、新たな収益源の確保を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

坂井市商工会

小川 秀夫 氏

福井県商工会地域中小企業支援
プラットフォーム

専門家

地域PF

構成機関

事業
継承
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■氏名 ：玉野 聖子
■保有資格 ： ITコーディネータ
■専門分野 ： ITを活用した経営力強化

企業様がプロジェクトチームで熱心に取り組ん
で下さったので充実した支援ができました。仕
事の流れを見直し、IT活用に意味付けして、案
件の中に情報共有も集約したことで、より一層
改善効果も出たように思います。今後も改善を
進めて一層の事業成長を期待します。

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、「輝く人財づくりを支援する」という理念のもと、人財育成研修や公開セミナー、講演、コンサルティン
グ事業を行っている。事業を通じ、人の可能性を引き出す“場づくり“を創出している。4年前に案件管理や請求管理な
ど社内の基幹業務にシステム（アプリ）を導入し、経年利用してきたが上手く使いこなせていなかったため当拠点に
相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点にてヒアリングをしたところ、データの持ち方や入力のタイミングなど、システム設計の部分でシステムフ
ローと業務フローとが乖離しており、多くの問題点があることが判明した。その不便さからデータの未入力や入力遅
延が発生しシステム活用に支障がでていた。この基幹システムは自分たちの手で柔軟にカスタマイズすることが可能
なシステムであるため、この基幹システムを改良（カスタマイズ）し、機能を十分に使いこなすことが出来れば、社
内業務の効率性を大幅に改善できると考えられた。一度きちんと業務を棚卸しシステムを再設計する必要があるた
め、業務システムの導入に深い知見と経験を持ち、自ら経営する会社において業務効率化や生産性向上実現という成
功体験をもとに業務を整理することが出来る本専門家に依頼した。

業務再構築について
相談の風景

■専門家による具体的な支援内容

社内システムを構築した際、現状業務を整理していない状態のままシステム化したため、非効
率なシステム設計になっていた。まず、システム構築の目的を再確認するところから始めた。
メールに頼った連絡手段やEXCELやWORDでの情報の手持ち管理など情報の属人化を改善する
よう提言し、その上でさらに具体的なシステム設計、フローの見直し、データの正規化、機能
の有効利用など実践的なレベルで助言した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj5bAAB

似たような業種でシステム導入を多数ご経験されている玉野
先生には非常に実践的なご指導をいただきました。システム
機能の効果的な使い方から運用ルール、マインドの持ち方ま
で幅広く支援をいただきました。特に設計見直しでは、イレ
ギュラーな処理を気にするあまり、項目が細かくなりすぎる
傾向にあったのを標準的な処理をベースに設計するよう是正
してくださるなど、とても役立つ助言をいただき良い改善と
なりました。ご指導いただいたことを踏まえて。さらなる改
善に努めようと思います。

業務スタッフが業務を開始する際は、「まずこの基幹システムから連絡事項等の確認を行う」
という意識の変革に努めた結果、大幅な業務簡素化に成功した。仕事のやり取りを基幹システ
ム上での対話(メンション)に置き換えることにより、メール量の大幅削減(80通→10通程度/週)
を実現。ルックアップ機能の活用やデータ項目の精査(簡素化)により担当者の入力手間を軽減
し、また画面上に進捗フラグを設け、担当者間の進捗情報の共有・見える化が進んだ。また講
座で用いるテキストを、システム上からのリンク同期により適切にバージョンを管理し、テキ
ストの準備段階での取り違え等の間違い防止につなげている。各自がローカルで持っていた
Excel管理帳表(7種→0種)を無くし、基幹システムで一括管理したことで、帳票作成・管理にか
かっていた時間を80%削減でき、格段の業務効率化を実現できた。

完成した新しい
基幹システム画面イメージ

株式会社 ビジネスプラスサポート

■業種 ：サービス業

■従業員 ：6人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：平成14年
■住所 ：京都府京都市中京区御池通東洞院西入る笹

屋町435
■企業概要 ：人財育成研修/公開セミナー/講演
■HP ： https://j-bps.com/

ＩＴ活用（業務アプリの設計見直し）による業務効率化支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

京都府よろず支援拠点よろず拠点

玉野 聖子 氏専門家

14

京都府
ＩＴ
活用
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創業・開店のサポートをしていただきました。高タンパクと
プロテインというキーワードはありましたが、それを具体化
するのが難しく困っていました。
そんな中で徳島県よろず支援拠点を通じて佐藤先生を派遣い
ただきました。先生から豊富な経験を活かしたメニュー開発
や店舗レイアウトなどに対する的確なアドバイスをいただ
き、無事開店することができました。
これからもお客様に満足していただける店にしていきたいと
思います。

■氏名 ：佐藤 ひろみ
■保有資格：フードコーディネーター、野菜ソ

ムリエ、美容準食学士
■専門分野：野菜を中心としたフードコーディ

ネート、創業、販促支援等

創業にあたり、本企業の想いやコンセプトを尊
重したアドバイスを心がけた。これからもお客
様のニーズを捉えた満足度の高い店舗経営を維
持してほしい。

徳島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は「野菜ビュッフェと高タンパク料理を美味しく食べよう」をコンセプトに、令和元年に徳島市の観光ホテル
内に創業したレストランである。メインターゲットは当該ホテルに常設されたフィットネスクラブの利用者に設定
し、食事やプロテインを使ったスムージーを提供したいと考えている。しかし、レストランを創業するのは初めての
ため、メニュー開発をはじめ、必要な準備について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点のコーディネーターが、創業に向けた事業計画策定の指導とともに細かなヒアリングを行った結果、コンセプ
トは明確であったが、それ以外は全く決まっていない状況で、創業の経験もないことから、創業に関する総合的な支
援が必要であると判断。そこで、野菜のソムリエの資格を持ち、野菜を使ったメニュー開発やカフェ、レストランの
店舗立上げ等、豊富な支援実績を持つ本専門家に依頼した。

レストラン内観風景

■専門家による具体的な支援内容

まずはコンセプトとなる「彩り野菜と高タンパク料理」のメニュー開発から指導し、スムー
ジーはテイクアウトもできるよう助言した。また、レストランの目玉として10種類以上並
ぶ野菜ビュッフェを採用するため、少量多品目でも生産できる野菜の植え付け等が可能な提
携農園を紹介し、取り揃える野菜についてアドバイスを行った。店舗のオペレーションにつ
いては少人数で効率的に動けるよう厨房・フロア毎に動線を明確にし、無駄のない人の流れ
を提案した。その他、食器類等の仕入先やHPや店舗ロゴ作成等の制作会社の紹介等、創業
に必要な準備のための支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jnVU0AAM

この度の支援により、令和元年9月に本企業のレストランを無事開店することが
できた。特にメニューの開発については、専門家の多大な尽力でコンセプトに
合ったインパクトのあるラインナップを揃えることができ、ターゲットとしたホ
テルのフィットネスクラブの利用者を中心に好評を得ている。また、PR効果とし
て、HPやSNS等の発信のほか、徳島県のタウン誌「あわわ」に掲載される等、
徐々に客層の広がりについても手ごたえを感じている。現在、新たなラインナッ
プとして加えたお弁当（予約制）も人気を博し、売上げ（半期売上目標比120％
見込み）も順調に伸びを示している。

今回の支援で開発された
高タンパクメニュー（上）
テイクアウトもできる
スムージー（右）

VEGE PRO
ベジタブル・プロテイン

■業種 ：飲食業
■従業員 ：10人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：令和元年
■住所 ：徳島県徳島市南昭和町1－46－1
■企業概要 ：レストラン
■HP ：https://vegepro.jimdofree.com

健康志向をコンセプトとしたレストランの創業支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

佐藤 ひろみ 氏

徳島県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

創業
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■氏名 ：亀田 武嗣
■専門分野 ： ITを活用した経営力向上

地域にとって最大の資源はその地域の教育機関
です。地域の知恵が集積しているため、今回
は、地元大学との連携によりITを切り口とし
て、工学関係を初めとした各先生方の知見を頂
戴し、問題解決に至る道筋が見えてきた。

長崎県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、警備事業を主体に長崎県内でビル管理事業・介護事業・人材事業を展開している。近年、全国的な人材不
足の状況の中、特に警備業界は深刻で人材確保が大きな課題となっている。本企業においても、人材が確保できずに
受注に至らないケースも発生しており、厳しい経営状況が続いている。そこでITシステムを開発し、業務の効率化を
図ることで抜本的な課題解決を検討したいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関職員がヒアリングを行った結果、ITシステムの開発にあたっては、警備業務の性格上、人命にかかわる部分も
あり、十分な検証が必要であると同時に、本企業単体での課題解決は困難と判断。そこで、IT導入支援の専門分野に
精通し、様々な企業や組織と事業者をマッチングさせて、シナジー効果を生み出す支援で実績を上げている本専門家
に依頼した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxivmAAB

喫緊の課題である人材不足の問題解決について、弊社だけ
では進めることができないことを、長崎商工会議所の取り
まとめにより、地元大学、専門家のお力添えを得て、シス
テム開発に着手することができました。今後もしっかりと
連携を図り、確実な成果に繋げることができるよう尽力し
ていきます。

専門家の支援の結果、本企業と地元の大学及び相談企業のマッチングを実現でき、ITシステ
ムの開発に向けたプロジェクトを本格始動させることができた。これにより、本企業単体で
は叶わなかったITシステム導入による業務効率化の実現性が見えてきた。今回は「交通警備
現場でのITシステムの実証実験の準備」までの支援であったが、実証実験の試案が作成でき
たことで、ITシステムの開発に向けて大きな一歩を踏み出すことができた。現在、長崎県警
から道路工事現場での実証実験の許可も下り、これから本格的に実証実験に入る予定であ
る。

株式会社 司コーポレーション

■業種 ：警備事業

■従業員 ：397人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：平成３年
■住所 ：長崎県長崎市御船蔵町6-3
■企業概要 ：警備事業、ビル管理事業、介護事業、

看護事業
■HP ：http://tsukasa-co.jp/

警備会社の業務の効率化に向けたITシステム開発支援

専門家の声 事業者の声

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

長崎商工会議所構成機関

亀田 武嗣 氏

ながさき経営支援プラットフォーム

専門家

地域PF

地元大学での支援の様子
（専門家と庄司社長）

実証実験に向けて
交通警備現場を確認

■専門家による具体的な支援内容

システムの開発にあたり、まずは本企業と地元大学の工学部及び相談企業（大手電機会社）を
マッチングしプロジェクトを発足させた。最初のフェーズとして「道路工事の交通警備」に実
験範囲を絞り、システムを運用する際の問題点の抽出と人的オペレーションのノウハウをどこ
までプログラム化するかなど、実証実験の試案を支援した。具体的には3人1組の警備員配置
に対して1人で業務が行えるような仕組み（ミリ波レーダ、音波、画像解析の３手法併用した
現場でのシミュレーション）を構築。地元大学、相談企業の協力のもとAI技術で膨大なデータ
を学習させて自動車、二輪車等を確実に把握できるかなどを含め、仮説を立て検証を繰り返し
た。その他、今回のプロジェクトを進めるにあたり、補助金や助成金等、資金調達に関するア
ドバイス等も行った。

成 果

ＩＴ
活用
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